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国際経営プロフェッショナル専攻（専⾨職学位課程）
MBA Program in International Business

■ 国際経営修⼠（専⾨職）
■ Master of International Business Administration

⼈材養成⽬的 / Program Educational Objectives
「⾼度専⾨職業⼈」として、国際社会や⽂化の多様性を理解し、変化するビジネス環境に適合した適切な⾏
動を導くことができる知識・技能・資質をもった経営専⾨職、特に、経営に関するコア⼒量を持つビジネス
マネジャ−、国際対応⼒量に秀でたカントリーマネジャー、応⽤情報技能に秀でたプロジェクトマネジャー
の 3 タイプのグローバルリーダーを養成する。

養成する⼈材像

多様性の⾼い学習環境において、⽂化的感受性と創発的なコミュニケーションができる英語⼒を
持ち、主体的な問題意識や⾃律的な⾏動様式を備え、将来、営利⼜は⾮営利グローバル組織の国
際本部および現地事業所、あるいは地域横断的なプロジェクトにおいて、中枢マネジメント⼈材
として活躍するキャリアを⽬指す社会⼈有職者。

修了後の進路

本専攻は、有職社会⼈を対象とした⼤学院であるため、基本的には従前の勤務先に継続して就業
する。但し、毎年、⼀定数の修了⽣は、学修内容を通して、それまでの職業経験を活かしつつ、キャ
リアチェンジをしている。また、チェンジパターンとして、異業種、⽇本企業から外資系企業、
国内企業から海外企業への地域間移動、同級⽣との起業、あるいは⺠間企業から国連など国際公
務員への転⾝等、多様性がある。さらに、専⾨職⼤学院の学習内容をさらに発展させるため、⼤
学院博⼠課程に進学する修了⽣もいる。
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国際経営プロフェッショナル専攻（専⾨職学位課程） ／ 国際経営修⼠（専⾨職）
MBA Program in International Business / Master of International Business Administration

学位授与の⽅針 / Diploma Policy
筑波⼤学⼤学院学則及び関係規則に規定する専⾨職学位課程の修了の要件を充⾜したうえで、次の知識・能
⼒を有すると認められた者に、国際経営修⼠（専⾨職） の学位を授与する。

知識・能⼒

コンピテンス 評価の観点 対応する主な学修
1. 多様性受容⼒：

異なる視点を検
討し、異なる意
⾒を傾聴するこ
とにより、様々
な可能性を考慮
に⼊れる⼒

① 異なる⽂化、異なる業界・職務など
他領域に属する者の考えや視点を理
解することができるか

② 様々な異なる考え⽅を受け⼊れ、課
題解決の可能性を広げることができ
るか

Cross Cultural Management I 等

2. 達成⼒：不確実
性が⾼く、解決
が困難な状況に
おいて、課題達
成の⼿段を探索
する⼒

① 不確実性が⾼い状況においても、適
切に課題を認識し、解決策を⾒出せ
るか

② 困難な状況においても、主体的・能
動的に⾏動し、⽬標を達成すること
ができるか

Business Project、学会発表等

3. 先⾒⼒：解決す
べき課題に影響
を与える現在お
よび、将来の諸
要因を⾒通す⼒

① 将来に影響を与える様々な要因を的
確に把握、理解、整理することがで
きるか

② ⻑期的な視野に⽴ち、社会への価値
創造のために新たなアイデアを着想
する⼒があるか

Business Model Innovation 等

4. 情報収集⼒：意
思決定に必要な
質的に⾼い情報
を効率的に収集
する⼒

① 正しい意思決定に必要となる情報と
は何かを特定することができるか

② 多様な⼿段を活⽤し、必要な情報を効
果効率的に収集することができるか

Data Analysis Ⅱ等

5. 創造⼒：既存の
概念を組み合わ
せたり、新たな
発想にもとづい
て課題に取り組
む⼒

① 新たな知識、価値の創造の重要性を
理解し、そのための⽅法論に関する
理解があるか

② 社会に対して、新な知の創造を通じ
た貢献を⾏うことが期待できるか

Technology Management 等、学会発表、
賞の受賞等
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国際経営プロフェッショナル専攻（専⾨職学位課程） ／ 国際経営修⼠（専⾨職）
MBA Program in International Business / Master of International Business Administration

知識・能⼒

コンピテンス 評価の観点 対応する主な学修
6. 分析思考⼒：課

題解決に適合的
な情報と⼿法を
選択して分析す
る⼒

① 論理的思考法を理解し、活⽤するこ
とができるか

② 論理的思考⼒を社会における実課題
に適⽤し、解決していける能⼒があ
るか

Finance Ⅰ、Marketing Ⅰ等、MBA スクー
ル間のコンペティション参加等

7. 戦略⽴案⼒：複
数の評価尺度の
検討から、⾼い
成果が期待され
る施策を作成す
る⼒

① 多⾯的な視座・視点を持ち、社会・
企業等が抱える課題を適切に把握す
ることができるか

② 社会・企業等のあるべき姿を設定し、
そこに⾄るための道筋を描くことが
できるか

Business Strategy Ⅰ等、MBA スクール
間のコンペティション参加等

8. 組織マネジメン
ト⼒：与えられ
た経営資源の配
分やメンバーの
意識に配慮し、
統括部⾨の⽬標
を達成する⼒

① 社会に存在する様々な組織形態ならび
にその本質を理解する能⼒があるか

② 組織⾏動・管理、リーダーシップに
ついて理解し、組織を適切に運営し
ていく能⼒があるか

Organizational Management Ⅰ等、海外
での活動等

9. コ ミ ュ ニ ケ ー
ション⼒：意思
疎通における曖
昧な状況を排除
するとともに、
関係者から⽀持
や理解を得る⼒

① 様々な業務を円滑に進めるために必
要となる適切なコミュニケーション
を⾏えるか

② 相互理解を促進し、⽬標達成に向け
た主体的・能動的なコミュニケーショ
ンができるか

Cross Cultural Management II 等、留学
⽣との交流等

10. 危機管理⼒：客
観的にリスク発
⽣の確度および
その影響を把握
し、発⽣時に適
切な対処ができ
る⼒

① 社会・企業等に潜む潜在的リスク要
因を把握する⼒を有しているか

② 危機発⽣時に、適切な状況把握、指⽰、
⾏動を⾏うことができるか

Operations Management Ⅰ等

※ 国際経営プロフェッショナル専攻は専⾨職⼤学院であり、5 年毎に分野別認証評価を受審していることから、分野
別認証評価で⽰してきた内容を踏まえてこれまでのコンピテンス（ディプロマ・ポリシーに掲げる知識・能⼒）を
維持している。
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国際経営プロフェッショナル専攻（専⾨職学位課程） ／ 国際経営修⼠（専⾨職）
MBA Program in International Business / Master of International Business Administration

学修成果の
評価に関す
る⽅針

すべての学⽣は Final Report の提出および Final Presentation を⾏い、教員による質疑応答を経た後、
専攻の全専任教員が参加する判定会議において、その成果を総合的に評価される。この最終審査結果に
加え、在学期間中の GPA が 3.0 以上であることを修了要件としており、これらにより、学位授与の⽅
針に基づく学修成果の達成状況を総合的かつ客観的に確認・評価している。

教育課程編成・実施の⽅針 / Curriculum Policy
本専攻の教育⽬標を実現し、国際競争⼒のある専⾨職⼤学院にふさわしい教育プログラムを提供するため、
以下のような 3 点の具体的な教育⽅針を設定する。

第 1 の教育⽅針は、新たな経営環境に関連して設置する 5 教育領域（「事業戦略領域」、「組織経営領域」、「国
際対応領域」、「応⽤情報領域」「共通領域」）間の教育が、互いに関連し、補完することを通じて、変化の激
しい国際経営において迅速かつ最適な意思決定ができる技能が⾝についていることである。

第 2 の教育⽅針は、5 教育領域が層の厚い科⽬を開講することにより、国際経営プロフェッショナルを⽬
指す修了⽣の多様なキャリアプランのニーズへの対応を可能にし、⾃律的にキャリアプランを⽴て、その実
現に向けて⾏動する精神をもっていることである。

第 3 の教育⽅針は、国内外における実習科⽬を通して、国際経営プロフェッショナルとしての実践的な職
務遂⾏能⼒を養成し、国際的な経営環境における職務遂⾏能⼒が⾝についているとともに、その能⼒を本社
あるいは、現地法⼈において効果的に発揮できることである。

教育課程の
編成⽅針

本専攻において、国際競争⼒のある専⾨職⼤学院にふさわしい教育プログラムを提供するため、
⾔語、講義、実習に関して 4 つの特⾊ある教育課程を編成する。
 Ƭ 必修科⽬、選択科⽬、演習科⽬、及びビジネスプロジェクトを設定し、ディプロマ・ポリシー
で⽰した 10 のコンピテンスを⾝につける。

 Ƭ 国際ビジネスの各領域で活躍する実務家、専⾨的研究者による、理論と実践が統合された講義
を提供することにより、学⽣の多様性受容⼒、先⾒⼒やコミュニケーション⼒を⾝につける。

 Ƭ 最終学期に⾏われるビジネスプロジェクトでは、①企業内プロジェクト、②⽇本インターンシッ
プ、③海外インターンシップ、④リサーチレポート、⑤ビジネスプラン開発の中から個⼈のニー
ズに合ったプログラムの選択が可能であり、講義科⽬で習得した知識や技能を実践に反映する
ための統合プロジェクトが⾏われる。ビジネスプロジェクトにより、学⽣の創造⼒、戦略⽴案
⼒、達成⼒、情報収集⼒や分析思考⼒などを⾝につける。

 Ƭ 学⽣の約 4 分の 1 は外国⼈学⽣であり、また海外の⼤学で学位を取得した⽇本⼈学⽣も在籍す
ることから、多様性と国際性の⾼い学習環境の中で、創発的な教育メソッド（討論、グループ
ワーク、シミュレーション）に基づく学習が⾏われる。また、社会⼈学⽣でも参加しやすい 1
週間程度の短期海外研修プログラムも開講している。これらの教育により、学⽣の組織マネジ
メント⼒、コミュニケーション⼒や危機管理⼒などを⾝につける。

学修の⽅法
特⾊的な教育

 Ƭ 学⽣が必修科⽬、選択科⽬及び演習科⽬を、複数の指導教員のアドバイスのもと、履修する。
 Ƭ 学⽣が講義・演習で学習した理論をより実践的に応⽤し、現場で応⽤可能な知識や技能に発展
するため、演習の段階より、「Preliminary Report/Presentation」、「Interim Report/Presentation」
のマイルストーンを⽤意することで計画的な学習をサポートするとともに、実習として修了学期
の 1 学期間のビジネスプロジェクトを、複数の指導教員のアドバイスのもと、実施する。
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国際経営プロフェッショナル専攻（専⾨職学位課程） ／ 国際経営修⼠（専⾨職）
MBA Program in International Business / Master of International Business Administration

⼊学者受⼊れの⽅針 / Admission Policy

求める⼈材

①多様性の⾼い学習環境において、⽂化的感受性と創発的なコミュニケーションができる英語⼒
を持ち、②主体的な問題意識や⾃律的な⾏動様式を備え、③将来、営利⼜は⾮営利グローバル組
織の国際本部及び現地事業所、あるいは地域横断的なプロジェクトにおいて、中枢マネジメント
⼈材として活躍するキャリアを⽬指す社会⼈有職者（もしくは職務経験者）を求める。

⼊学者選抜⽅針

出願書類の審査と英語能⼒の審査及び⼝述試験に基づいて受験者を総合的に評価する。
 Ƭ 第 1 段階選抜：出願書類の審査と英語能⼒の審査

  出願書類には所定様式の願書、ビジネスプロジェクトの実習計画等を記したエッセイ、卒業⼤
学における成績証明書、推薦状等が含まれる。

 Ƭ 第 2 段階選抜：⼝述試験（第 1 段階選抜の合格者のみ）
  ⼝述試験では、受験者の職業経験、出願動機、分析・コミュニケーション技能、将来へのビジョ

ン等を評価する。

学修⽀援体制 / Learning Support Framework

学修⽀援

国際経営プロフェッショナル専攻では、以下のような多様な学習⽀援の機会を提供している。
1. 新⼊⽣に対する Preliminary Advisor、およびビジネスプロジェクトにおける Chief Advisor・

Second Advisor の割り当て
2. 学会参加、海外渡航、英⽂校正に関する経済的⽀援
3. 1 年次の春学期に基礎経済学および基礎数学のリフレッシャーコースを提供

学⽣同⼠の
交流機会

⼤半の科⽬において学期を通じてのグループ課題やプレゼンテーションが課されており、学⽣同
⼠の協働的な学修を促進している。また、在学中に履修が必須となる 5 つのセミナー科⽬は主と
してグループ形式で⾏われ、ディスカッションを通じて学⽣間の交流を活性化している。

教員との交流機会
各学⽣に Chief Advisor および Second Advisor を配置し、少⼈数体制のセミナー活動を通じて、
低い教員対学⽣⽐率を⽣かした教員との継続的な交流機会を確保している。

教育の質の保証と改善の⽅策 / Approaches to Assuring and Enhancing Educational Quality
1.  国際経営プロフェッショナル専攻は、専⾨職⼤学院として定期的に ABEST21 の認証を受けている。認証

の際に得られるフィードバックは教育の質向上に役⽴てられ、Education Committee を中⼼に教員が改善
策を実施している。

2.  Education Committee は毎年、各科⽬の学⽣アンケート結果を検討し、⽉例の教員会議で議論するための
カリキュラム改善の⽅針を策定している。

3.  国際経営プロフェッショナル専攻では、教員⼀⼈ひとりの教育⼒向上に向けた取り組みを⽀援している。
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